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本報告について 

 
お茶の水女子大学附属学校園連携研究は、本学の附属幼稚園、附属小学校、附属中学校、

附属高校、そして大学の教員が参加している研究会であり、各学校園の教員が学校種を超
え、それぞれの部会に分かれて自主的に教育研究活動を進めている。 

本学では、それらの４学校園が同一のキャンパスにあることから、校種間の研究交流を
定常的に行うことが比較的容易であり、そのことにより本研究会が実現されているものと
考えられる。 
  令和６年度は、以下の 11 部会が活動を行った。 
 

1) ことば・国語部会 
2) 社会科部会 
3) 算数・数学部会 
4) 理科部会 
5) 表現を広げ深める部会 
6) 自学・自主研究部会 
7) 子どもの心とからだの発達部会 
8) ICT 部会 
9) 外国語活動・英語部会 
10) エシカルラーニングラボ 
11) 幼小接続部会 

   
コンピテンシー育成開発研究所は、この 11 部会のそれぞれが令和６年度に扱うテーマと

して「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」と
いう共通テーマを提案した。連携研究は、様々な学校種の先生方が参加する場であり、校
種間の段階的教育や連携教育に関する知見や洞察が得られやすいものと考えられる。 

なお、「お茶大コンピテンシー」とは、お茶の水女子大学が育成対象としてとくに注目し
ている資質・能力であり、批判的思考力、協働性、創造的思考力、問題解決力、他者理解
力、対人葛藤解決力、省察的思考力、自己制御力、内的統制感、エージェンシーの 10 個が
含まれる。 
 
  



2 

研究結果については、次の４つの節からなる構成を踏まえ報告していただくようお願い
した。 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 
（２）課題に関する本部会の取り組み 
（３）まとめ 
（４）参考資料 
 
提案の結果、こどば・国語部会、表現を広げ深める部会、ＩＣＴ部会の３部会がこのテ

ーマを扱うこととなった。本報告は、それらの結果を合本したものである。なお、この３
部会には幼稚園の教員が参加していなかったため、本報告は、小学校以上の段階に関する
ものとなっている。 

近年では、コンピテンシー・ベース教育が広がっていると見られ、その段階的教育に関
する知見の必要性は高まっていると考えられる。そうした知見を得るために、段階的教育
に関する現場からの見解は重要であり、今後も、こうした見解が蓄積されていくことが求
められる。なお、コンピテンシー育成開発研究所の下島泰子特任准教授が、令和６年度年
次報告書において本報告を総覧し、考察を加えている。 

末筆ながら、共通テーマを扱ってくださった３つの部会の先生方を始め、提案の機会を
受け入れて下さった連携研究のすべての先生方に厚くお礼申し上げたい。 

 
2025 年３月 31 日 

 
編集協力者 

お茶の水女子大学附属学校部長   坂元 章 
お茶の水女子大学特任助教     押尾 恵吾 
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「共通テーマ研究・実践」報告書 

ことば・国語部会 

部会長：附属小学校 岡田博元 
部会員：附属小学校 大村幸子・黒田英津子・佐久山有美・森壽彦

附属中学校  廿樂裕貴 
附属高等学校 畠山俊・今成智美 

部会紹介：「生きたことば」を育てる 

本部会は国語という教科にとどまらず、実生活に生きてはたらくことばの力を育てていくために、
各学校段階でどのような実践が行われているかを共有し、それぞれの学校段階からの捉えと、そこに
共通する、あるいは違いを感じる点を中心とした実践研究を行っている。それぞれの発達段階の学習
において「母語の学び」「“ことば”を対象とした学び」として意識すべき点を検討すべく、連携研究に取
り組んでいる。 

連携の視点として、領域を絞った小中高の一環型カリキュラムではなく、各学校段階での授業実践
から得られる示唆を共有することで、子どもたちの「他者と協働する学び」をどのように具体化し、
領域横断的な「生きてはたらくことば」を育んでいくのか、その際のポイントとなる事柄を明らかに
していく。 

さらに、授業づくりの視点と子どもの姿を交流・共有することで、本学連携研究の全体テーマであ 
る「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」に関わって、本
部会で注視するコンピテンシーを挙げながら、それに関わる「ことばの育ち」とその手立てについて
検討していく。 
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表１ 

「対話が育てる“ことば”への意識」 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 

 
附属小学校 岡田 博元 

国語科教育では、「対話による学び」はある種の前提とされていることが多い。「他者との対話・テ 
キストとの対話・自己との対話」と言われるように、ことばを通して自分とは違う世界の捉え方と出
会うことで自身の世界の見え方を変えていくことが、母語としての国語を学ぶことの一つの役割だと
言えよう。 

一人一台端末が導入され、教室での学び方が急激に変容しているが、他者との関係性のなかで交わ
される「ことば」によって、自分なりの意味や概念をつくり上げていく過程は、国語科だからこそ大
事にしたいものである。 

社会構成主義の文脈から「教室での学習」という営みを考えると、既に持っている知識構造を他 
者や人工物（テキスト等）と相互作用することで再構成していくことだと言える。ケネス・J・ガー
ゲン（2023）は、子どもは社会的文脈の中で有能に学び続ける存在で、環境に対して選択的に関わり
つつ意味を構成していくことや、学校知と日常知の関係を調整し、組み替えつつ学ぶことを前提とし
て、学校での学びを刷新していくことの必要性を挙げている。 

これを国語科として捉えるなら、“ことば”を用いてそのような学びが自覚的に行われていくこと、
それを支える資質・能力（表１）が発揮され、磨かれていく学習場面を構想・実践していくことが求
められよう。 
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そこで本部会では、国語授業の中で起こるテキストを媒介とした他者との対話場面を中心に、表１
に挙げるようなコンピテンシーがどのように発揮されているのか、それを可能にする授業づくりの要
点は何かを、授業実践をもとに検討することとした。 

母語の教育である国語科は、小学校低学年では相当な時間数が充てられているが、高学年・中学校
と進むにつれ、時間数が減少するとともに、扱うべき内容・知識量が飛躍的に増えていく。また、高
等学校では、教育内容を学校カリキュラムに合わせて選択的に扱うことになる。そのため、発達段階・学
校段階に応じて、単元の学習過程に対する扱い方が変容していく。 

本部会ではこの点を国語科教育の特色と捉え、各学校段階における授業づくりの特質を明らかにす
ることを連携の視点とした。それによって小・中・高 12 年間の学びを見通しつつ、目の前の学習者
の“今”を生かしたことばの学びをつくることに寄与すると考えている。 

今年度は小・中・高の実践提案がお茶大コンピテンシー10 のうちの「創造的思考力」を観点として
今年度の取り組みをまとめることとした。「創造的思考力」は、昨年度の報告書では次のように示されて
いる。 

創造的思考力とは「沢山の意見・アイディアを生み出す力、多くの意見・アイディアからよりよいものを
選び出す力」である。心理学や教育学における定義によると、具体的には「前提知識をみにつける準備段
階、あたため段階、ひらめき段階、検証段階の 4 段階から構成されるスキル」である。授業に応用できる
育成法としては、例えば、アイディアの産出と検証の過程において産出物に対して何か制約を加えること
で、よりアイディアが産出されやすくなる。また、マインドワンダリングは、特に産出初期において、無関
係な課題に取り組んだり考えたりすることで創造的思考が促進されることを示した。 
 

また、OECD は創造的思考を育む学習について、問題解決能力や柔軟な思考を重視している。その
ため、学習者が自分の考えを深め、異なる視点を取り入れ、適応力を高めることを目指すべきだと強
調する。創造性を育むには、探究心を刺激する課題や、実世界での問題に取り組む経験を提供するこ
とが重要だとする。 

以下に続く小・中・高の実践を読んでいただくことで、短く要約された「創造的思考を育てる」と
いう一節を具現化するためにどのような実践と指導の工夫がなされているのか、発達段階ごとの実践
と重なりと違いはどこにあるのかが見えてくる。 
 
＜参考＞  ケネス・J・ガーゲン（2023）『何のためのテスト？評価で変わる学校と学び』（ナカニシヤ出版） 

R5 お茶大コンピテンシー研究所報告書より抜粋 
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（２）課題に関する本部会の取り組み 
＜小学校高学年：計画表をもとにした個人学習における詩の創作＞ 附属小学校 岡田 博元 

１ 単元名・単元目標 

（1） 単元名「ことばから発想を広げて」 教材「誰でもシ
ョートショート作家になれる」田丸雅智 
（2） 単元のねらい 
・一見関連のなさそうなことばを関連付けることで、自分
なりのストーリーを生み出す 
・思い描いたストーリーを二連の詩に表す 
 

２ 単元について 

（1） 単元設定の主旨 
5 年生では様々な形式の詩と出会うのとともに、それを

活かして自分でも「日常の場面を切り取った」詩の創作を
行う機会が設けられている。この形式だと、モデルとして
示される作家の作品と、子どもの作品の間にある溝が大き
く、書きたいことはあるがそれがうまく言葉にならない子 

 
 
 
 
 

 
図 1 計画表 

や、幼い頃暗唱した詩の形式を模した作品にとどまる子も一定数いる。そこで、子どもたちが創作の
アイディアを膨らませて、浮かんだイメージを言葉に表す学習の仕方について考えた。 

本実践では、図１のような計画表を用いて 2 ヶ月を 1 タームとし、書くことを中心とした帯単元を
設定した。計画表にはそのタームの必須課題が示され、10 時間強をどう使うかを計画しながら、実際
の取り組みを記入する。子どもたちは必要感やハードルの高さに応じて課題を選択することで、自ら
学びに関わることになる。また、先にその課題に取り組んだ子の作品が発表・掲示されることで、後
から取り組む子のモデルになっていくことも、この学び方の特徴である。 

例えばこのタームの必修課題は、てつがく創活や委員会に関わるポスター（Canva を使用）、異質
な言葉の組み合わせから違った見方が生まれる詩の創作、そして自分の関心を他者と共有する説明文
である。初めての方法である詩の創作については、関心のある子を集めた小グループにワークシート
の使い方を伝えながら、モデルになる作品をつくっていった。個別学習の学習過程を整理すると、下
の表のようになる。その中で本実践に関わるのは、網掛けの部分である。 
（2） 学習活動計画 

学習活動 時 活動の意図 

ⅰ計画表と課題の提示/ポスター作成アプリの説明とお試し 2 新しい表現方法の導入・キャッチコピーの工夫 

ⅱ自分の疑問や関心をもとに書く説明文の構成を確認する 2 1 学期の経験から構成を確認し、題材を考える 

ⅲ説明したいことをスライ

ドに表して整理してみる 

ⅳ朝の活動での自由発表 

ⅴ資料を加えて情報を加筆する 

ⅵ朝の活動での自由発表② 

ⅷ説明スライドを文章化する 

 ⅲ詩のタネを集めるプリン  １ 

 

 
１ 

１ 

沢山の言葉から、面白い組み合わせを見つける

少人数グループで一緒にワークする 

イメージを他者と共有する 

 
連の生かし方をミニレッスンする 

出来上がった作品を掲示し発想のモデルを増やす 

ト①をかく  

ⅳ浮かんだ発想をプリント  
②に表す  
ⅴ発想を 2 連の詩にする  

ⅵ連を生かして,清書する  

ⅷ自分の取り組みを振り返る １ 学習の進め方や作品の出来上がりについて、自分の

考えるポイントを言語化する 
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図２ 発想ワークシート 

３ 授業の実際 

（１）言葉をぶつけて詩のタネを集める
本実践では、「ファンタジーの文法」（ジ 

ャンニ・ロダーリ 1982）の発想をもとに、
別のジャンルに当たる二つの言葉を掛け
合わせることで、そこに日常とはちがう
物語の可能性を生み、それを作品として
表現することにした。そこで用いたのが、
田丸雅智が『誰でもショートショート作
家になれる』という本の中で使っている
図２のワークシートである。 

例えば①の欄に「太陽」や「水筒」とい 
う言葉を入れた場合、「マグマのような」太陽、「夕焼けにそまった」太陽、「ダイヤモンドでできた」水筒、
「水がなくならない」水筒、のように、②に太陽の様子や状態を表す言葉を入れていく。そして右側③に
は、もともとのイメージとは違う言葉同士を組み合わせて、「夕焼けにそまった水筒」「ダイヤモンド
でできた太陽」のように現実にはない言葉を生み出す。この不思議な言葉の組み合わせが、子どもた
ちの中で今までにはなかった想 
像やストーリーを生み出していく。 
（２）イメージを言葉にする 

出来上がったいくつかの言葉の中から、
イメージやストーリーが想像しやすいも
のを選んで、その想像を具体的な言葉にし
ていくのが、ワークシート②である。 

例えば、選んだ言葉が「太陽みたいなハ
ンバーグ」だとしたら、「アツアツでおい
しそう」「黒点がコショウのように見える」 
「見ているだけでお腹がへってくる」「給
食でハンバーグが出たら嬉しい」といった 
いいところやよくないところを書いていく。一番下のまとめの
欄は充分に埋まっていなくても、ここでイメージを具体的にす
ることで、それを詩の言葉に置き換えていくことができる。 
（3） 二つの連で想像を表す 

① 発想と体験と知識が結びつくと 
図５は言葉をぶつけて生まれた「太陽みたいなハンバーグ」

というタイトルをもとに、空に浮かんだ太陽を鉄板の上のハン
バーグに見立てることで一気に書き上げた作品である。 

「4 時間目教室から見た窓の外」と始まるが、この詩の創作
が始まったのは、給食を心待ちにしている 4 時間目だった。
つまり、言葉と今の状況が結びつくことで、一連が生まれたと
考えられる。 

図 4 

図３ 発想を具体化するワークシート 
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図５ 

太陽とハンバーグのつながりから
最初に頭に浮かんだのは、「ブラック
ペッパーのような黒点」だったと作
者ヨウタは述べていた。それに紐づ
いて「肉汁のようなフレア」が連想
され、「空の真ん中で光っている」を 
「鉄板の中央で黒光りする」と見立
てている。ここでは、黒点やフレア
という知識が、創造を支えている。

図３のシートに挙げた言葉を再構 
成して、二連目までが形になってき
た。終わり方をどうするか困ってい
たので、「給食にハンバーグが出た設
定なのか、ハンバーグじゃなかった
設定なのか」と投げかけると、三連 

目を書き上げた。 
図６「生きている火」は、「生きて

いるような火」と火を命に見立てて
いる点で、「太陽みたいなハンバーグ」
と似た題名のつけ方をしている。 

題名が生まれた瞬間、作者カナト 
の中では「火の燃え方を使って命の強さを表そう」という着想は出来上がっていた。つまり、冒頭の 
「この火は生きている」と結末の「最後に火が消えて人生が終わる」という設定は始めから決まって
いた。 

あとはこのイメージを詩としてどう表現していくかだ。最初に書いてきたのは、完成した詩の一連
目と三連目に当たる部分だった。しかし、それだけでは言葉足らずでカナトのイメージがうまく読み
手に伝わらない。そこで、「死神っていうのはどんなことをイメージしているの？」と尋ねると、「風が吹
いて火が小さくなったり、消えてしまったりすること」だという。そこで、「命の火が大きくなったり
小さくなったりする様子がわかるような連を付け足したら」と伝えると、二連目が挿入され、それに
合わせて一連・三連も修正し、結末の一文が加わった。 

まだまだ検討の余地はあるが、自分のイメージがうまく表現できるように、言葉の順序を入れ替え
たり、「メラ」の個数にこだわったりと苦労を重ねた本人はここで満足し、清書用紙を手に取った。 
「太陽みたいなハンバーグ」のように、蝋燭の火を命の火に見立て、その捉えを表現していこうとす
る方向は同じだが、「太陽みたいなハンバーグ」はすんなり 1 時間で詩の原型が出来上がったのに対し、
「生きている火」の方は作品の完成までかなり推敲を重ねていた。この違いは、物語の語り方（題材を語る
ための設定）の違いにあると考えられる。 

「太陽みたいなハンバーグ」は、「給食が待ち遠しい 4 時間目」という自分の生活に近い設定を使う
ことにより、一連と三連がうまくつながった。対して「生きている火」は生活経験ではなく、抽象的
なイメージ世界を言葉にして伝えようとしている。ここに難しさの段差があると考えられる。 
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② 自分の想いをこれまでの型にのせて 

では、イメージ世界を伝えるために、子どもた
ちはどのような工夫をしているのか。その一つが、
自分の想いをこれまで読んできた詩の型を利用し
て伝えようとするものである。 

リコは、「嫌なことがあっても友達に正直に話せ
ない」という自分の葛藤を、工藤直子『のはらう
た』の中の「しっぽ こいぬけんきち」という詩
の形式に乗せて、「しっぽ」とうい詩の二連目を綴
っている（図７）。 

「しっぽ こいぬけんきち」では、しっぽの上 
げ下げに表れる犬の気持ちを「しっぽはぼくのこころだ」と表現している。リコはこの詩の設定を借
りて、人間にもしっぽがあったら正直になるのに、とまとめた。この詩は、ワークシートから生まれ
た題名を使っているわけではない。しかし、言葉をぶつける思考操作をしている間に、「本心を表す〇
〇」が思い起こされたのだろう。そして、「心を表すしっぽ」という設定をもとに、「もし人間に心を表
すしっぽがついていたら」というストーリーがリコの中で動き出した。これは、田丸が意図している
「言葉と言葉をぶつけることで物語のタネを生み出す」といいうことが表れた事例であると捉えるこ
とができる。 

「空飛ぶ金魚」（図８）は、発想ワーク
シートから生まれた言葉をもとにして
いるが、着想のもとにはもう一つ、「青色
の馬」という児童作品がある。（今手元に
ないのでここに掲載できないのだが） 
「青色の馬」は、個人学習今タームの最
初に詩の創作に取り組んだ「アカネ」の
作品で、何度か個人学習の際にモデルと
して提示していた。乗馬をしているアカ
ネが、「幸せの青い鳥」をモチーフに、書
いた作品で、「青い馬が砂漠をかけてい 
く。水でできた青い馬は砂漠にたくさんの水をまき、青い馬が通ったところには砂漠にオアシスが生
まれ、緑が育っていく」というストーリーを二連の詩で表現している。 

イツキの「空飛ぶ金魚」は、「世界中の町を回って幸せを落としていく」という設定は「青い馬」と類
似しており、本人が意図して模倣したわけではないが、その設定に影響を受けながら創作されている。
ここには、「計画表を用いた個人学習」という帯単元のねらいである、児童作品を複数のモデルとしなが
ら、自分に合ったモデルを選んで、そのよさを自分なりに再構成していくことの効果が表れていると
考えられる。 

８ 

７ 
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４ 考察 

これらの事例からは、発想ワークシートを介して偶然性の中で出会った言葉によって子どもたちの
想像が駆動され、自分なりのストーリーを生み出していっていることがわかる。それらをもとにしな
がら自分なりのつながり（想像）を創造する場面に、創造的思考の発揮をみることができる。 

では、子どもたちのストーリー（想像）を支えているのは何だろうか。言葉と言葉をぶつけて生ま
れた題材は日常にはないファンタジーを生み出すキーワードなのだが、それを自分のストーリー（想
像）に具体化していくのは、自分の体験や経験であり、これまで触れてきたストーリー（物語）の語
られ方であり、多少なりとも意識されたモデルとしての他者作品である。 

本学附属中学校の研究でも語られているように、日常の中で発揮される創造性（小さなクリエイテ
ィブ：スモールｃ）を支えているのは、子どもたちの想像を刺激し、拡散と収束（本実践では図２・
図３のワークシート）、インプットとアウトブットをつなげ、想像を言語化していく学習経験だといえよ
う。 

内田伸子（2023）は、創造的思考に関わる想像のメカニズムを次のようにまとめている。 
① まず想像の産物をつくりあげる素材は当人の生活経験や印象、知識の中から取り出される。 
② 知覚した印象を諸要素に分解し、新しい文脈に関連のある諸要素を選択し修正する。 
③ 修正した諸要素を連想の働きによってつなげ、統合しようとする結果として、頭にぼんやりした

表象が浮かぶ 
④ 表象はことばを手段に外化される際に洗練され、具体的な像として自覚する。 
⑤ この表象を作品の形として外化する 
⑥ 作品の送り手と鑑賞者の間で相互作用が始まり、受け手の想像過程が展開される。 

このとき、もとの諸要素はもとの形とは違ったものとなって、新しい文脈の中で新しい意味づけを
与えられている。①は「太陽みたいなハンバーグ」での考察、➂は「生きている火」での考察、④は 
「しっぽ」での考察と重なっている。 

また、本発表の「計画表を用いた個人学習」という設定は、個々が自分のタイミングで詩の創作に
取り組むことで、⑤外化された作品をもとに⑥受け手の想像過程が添加され、それが①想像を作り上
げる素材になったり、➂言語法則を意識して統合する際のモデルになったりする過程を生み出してい
ると捉えることもできよう。 

＜参考＞田丸雅智（2015）『たった 40 分で誰でも必ず小説が書ける 超ショートショート講座』
内田伸子（2023）『想像力 生きる力の源をさぐる』春秋社 
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〈中学校：創作をゴールとした、学習者の学びがつながる単元の配列の事例〉 廿樂  裕貴 

１ 単元名・主な学習活動・単元の目標 

表２ 単元の配列の実際（第１学年） 
 

単元名 主な学習活動 単元の目標 
➀ ど の 結 末 が お 好
き？ 
（１時間） 

・結末を選べる短編集「羊飼いの指

輪」ロダーリの１編を読み、多様な結 

末や、物語を結ぶコツをつかむ。 

・文章を比較し、展開につい
て考える（中２C エ） 

②お茶中心情描写辞
典をつくろう 
（１時間） 

・好きな小説を持参し、感情に合う描
写を探し、スプレッドシートにまとめ
る。（創作時に活用）（喜・怒・哀・楽・ 
驚・嫌・恐・安） 

・心情について描写を基に捉
える（C イ） 

③徹底考察「星の花
が降るころに」 
（３時間） 

・教科書教材「星の花が降るころに」
を読み、物語の構成や表現のしかけ 
（回想、象徴、道具、キャラクター設
定、伏線など）を分析、考察する。 

・事象を表す語句の量を増す 
（⑴ウ） 
・場面と場面を結び付け、解
釈する（C ウ） 
・表現の効果について考える 
（C エ） 

④言葉が物語を連れ
てくる 
（５時間） 

・田丸式メソッド 1を用いて、言葉と
言葉を組み合わせ、物語の題材を設定
する。 
・表現を工夫して自分の物語を創作
する。 
・短編集を読み合い、他の文章のよい
点を探す。 
・自分の作品のよい点・改善点を見出 
す。 

・表現技法を理解し使う（⑴
オ） 
・題材を設定する（B ア） 
・描写などを工夫する（中２ 
B ウ） 
・読み手の助言を踏まえ、自
分の文章のよい点や改善点
を見出す（中２B オ） 

※中２の指導事項もあるが、中学校学習指導要領 第３指導計画の作成と内容の取扱い１⑵「第２の各学年の内容の指
導については、必要に応じて当該学年の前後の学年で取り上げることもできること。」に基づいている。 

 
 

 

1 言葉と言葉を組み合わせて、日常にはない「不思議な言葉」を生み出し、物語の題材にするという
物語の題材設定の方法。小学校の事例にて詳述している。 
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２ 単元について 

（１）物語創作の魅力 
授業における物語創作の魅力とは何か。それは、書くことの力を結集できるところであると考える。一

編の物語を生み出そうとする時、生徒は自身の中にある想像する力、構想する力、展開を考える力、記述
する力などを創作過程に応じて取り出し、使い、身に付けていく。その試行錯誤の先に、自分の力を
結集した作品は生み出される。菅(2012)が「創造するためには、物を見つめ、思考し、想像し、構想
し、それを文章化する力が必要である。」と述べるように、創作は学んだことを有機的につなげることが
できる創造的な言語活動である。 

（２）単元設定の趣旨 

単元④「言葉が物語を連れてくる」は、田丸式メソッドを活用して、生徒自らが言葉と言葉を組み
合わせて物語の題材を設定し、表現を工夫して物語を創作する５時間の単元である。ここでは、試行
錯誤しながら下書きを書いたり、書いた文章を短編集にして、読み味わったりする活動を通して、表
現技法を理解し使う力や、題材を設定する力、描写を工夫する力、自分の文章のよい点や改善点を見
出す力を育成する。この５時間では、題材を設定したら、アイディアを構想したり、下書きをしたり
する創作活動に夢中になってもらいたい。こうすれば書ける、というレクチャー的な指導をしすぎる
ことは、書きたい気持ちに水を差してしまうと考えるからである。 

そこで、④「言葉が物語を連れてくる」までの３つの小単元で、今回の物語の創作に必要な要素を
取り出して学習活動にし、学んだことが自然と④「言葉が物語を連れてくる」で発揮されることを試
みた。 

まず①「どの結末がお好き？」は、結末を選べる短編集「羊飼いの指輪」ロダーリの１編を読み、
多様な結末や、物語を結ぶコツをつかむ１時間の単元である。ここでは、文章を比較し、展開につい
て考える力を育成する。教材である「羊飼いの指輪」は、フランスの児童文学作家が書いた短編集で、グリ
ム童話やピノッキオなど、多くの中学生が一度は読んだことのある童話をモチーフにして、パロディ
化し、３つの異なる結末から読者が好きな終わり方を選べる、遊び心満載の掌編である。書き手の立
場になって結末を選ぶことで、創作への一歩を踏み出すとともに、ハッピーエンドやバッドエンドだ
けでない、様々な物語の結び方を学ぶこともねらった。本単元では、「大きなカブ」のパロディである
「大きなニンジン」を取り上げた。 

次に②「お茶中心情辞典を作ろう」は、お気に入りの小説を持参し、好きな小説を持参し、感情に
合う描写を探し、スプレッドシートにまとめる１時間の単元である。ここでは、持参した本における
描写の中から、人間の基本感情を８つに整理した「プルチック感情の輪」の分類に基づいて喜び、怒
り、哀しみ、楽しさ、驚き、嫌い、恐れ、安らぎの８つの感情を表現している行動描写や情景描写を
抽出した。この活動を通して、心情について描写を基に捉える力を育成することをねらった。集めた
描写はスプレッドシートを活用して感情ごとに分類・整理し、学年の生徒だけが使える「お茶中心情
描写辞典」にし、必要に応じて創作時に活用できるようにした。セリフのみで物語を展開してしまっ
たり、登場人物の心情を表現しきれなかったりする学習者のてびきとして機能することを願った。 

さらに③「徹底考察『星の花が降るころに』」は、教科書教材「星の花が降るころに」を読み、物語
の構成や表現のしかけ（回想、象徴、道具、キャラクター設定、伏線など）を分析、考察する３時間 
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の単元である。「星の花が降るころに」は光村図書中１の教科書の作品であるが、構成や表現のしかけが巧
みに配置されている、いわゆる物語らしい物語であり、淡い恋を感じさせる内容や回収される伏線な
どに心をひかれる生徒も多い。単元④の実際の創作に入る前に、「星の花が降るころに」を物語のしか
けに注目して分析的に読むことで、物語の要素を表す語句の量を増すこと、場面と場面を結び付け、
解釈する力、表現の効果について考える力を育成することをねらった。また読み手としての物語のイ
メージを構築することにもつながると考えた。 

このような単元の配列をすることで、授業の中で学んだことが有機的につながり、生徒が創造的思
考力を発揮して、創作活動の中で自由自在に力を取り出せるようになることを願った。 

３ 授業の実際～創造的思考力の発揮に焦点をあてて～ 

（１）生徒 A の場合 
まず第１時に生徒 A は「東京」 

「パソコン」「かがみ」「いす」「ペ
ン」「チューバ」などの名詞を列
挙した。いくつかの名詞が書か
れたあと、隣同士でワークシー
トを交換し、言葉のプレゼント
をした。新たな価値を創造する
創造的思考力を高めるには、協
働力が効果的であると考えたか
らである。生徒 A は、「ゴミ箱」 
と「黒板」という言葉をもらっ 

た。ワークシートを返却される 
図９ 試行錯誤のあとが見られる生徒 A のワークシート 

と、「ゴミ箱なんて思いつきもしなかった！」と嬉しそうな様子を見せた。次に、一つ名詞を選んでその名
詞から連想する言葉を左側の枠に書いていく。生徒 A は、吹奏楽部で自身が演奏している「チューバ」
を選択し、連想する言葉として「低音」「重い」「値段が高い」「スタンド」「ピカピカ（の）」「ボロボロ
（の）」と記述した。その後、さらに連想を広げたかったようで、もらった言葉の「ゴミ箱」を選択し、
「捨てる（られる）」「分別（する）」「汚い」「袋」と記述した。 

最後に連想した言葉と名詞を組み合わせて、「重い紙」「分別する黒板」「捨てられる東京」と書いた結
果、「捨てられるフルート」という「物語の種」を生み出した。 



16 

 

図 10 生徒 A「フルートのほこり」の全文 
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第4時に清書データを提出する際には、
作者として工夫した点をコメント機能
で記述させた。ここでは、生徒Aのコ
メントの記述を例に分析したい述を例
に分析したい（図 11）。 
まず中段に「フルートに反射している
花の花言葉にこだわりました 黄梅は
期待など」とある。ここは図 10 本文
の下段「外の景色がさっきよりもくっ
きり見える。フルート越しに見ても、
黄梅の花が綺麗だ。」を指しており、
フルート吹きとして決意を新たにした
主人公が見た情景である。フルート
に反射して黄梅が見えたとは見事な
景情一致であるが、この景情一致は単
元②「お茶中心情辞典を作ろう」で押
さえた概念である。 

さらに「花言葉にこだわり」期待の
意味を持つ黄梅を登場させているの
は、単元③「徹底考察『星の花が降る
ころに』」に起因していると考えられ
る。単元③で生徒 A はしかけとして 
「この物語と花の関係」を選択し、銀
木犀と金木犀の花言葉がどちらも「初
恋」であることに気付き、なぜ銀木犀
がモチーフになっているのかを考察
している。花言葉に意味を持たせると
いう手法は、単元③で学んだことを
生かしていると考えられる。 

最後に、「最初と最後の文章を一緒
にして、昔の私を超えて戻ってきたと
感じられるようにしました。」という

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冒頭と結末の一致は、生徒 A がこだわっていたところである。「フルートを構えて、大きく息を吸った。」
とあえて同じ表現にすることで、主人公の行動は一緒であるがフルートから出る音色は格段に違うものになっ
ていることが読者には予想でき、余韻をもって作品を読み終えることができる。この結末へのこだわり
は単元①「どの結末がお好き？」で結末によって、物語全体の雰囲気が大きく変化することを学んだ
ことが生きているものと思われる。 

このように、生徒 A は創作に向かうまでのすべての単元で学んだ、展開について考える力や心情に
ついて描写を基に捉える力、表現の効果について考える力などを自由自在に駆使して、自分の描く物
語に落とし込んでいった。この姿はまさに、創造的思考力を発揮した姿であるとともに、生徒の中で
学びがつながっている実際といえるのではないだろうか。 

図 11生徒 Aが「フルートのほこり」で工夫した点 

 

図 12 生徒 Aの単元③における考察スライドの一部 
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（２）生徒 B の場合 
次に「黒板の陰謀」という作品を書いた生徒 B は、作品を書き終えた後に、比喩表現に注目しての

びしろ（改善点）を記述していた。 
「おれはいつも広い砂漠にぽつんと立っているかのような孤独を感じていた。」「その言葉は砂漠に

唐突に現れたオアシスのように一つだけ輝いて見えた。」「初めておれにスポットライトがあたったかの
ような気分だった。」「鷹にでもなったかのように自由だった。」というように、主人公である黒板の、圧倒的
な孤独感、希望を見いだした瞬間、自由を得た開放感などを比喩表現を用いて表現した。交流時の読
者から比喩表現を評価してもらっていたが、自分では納得いかなかったようで、のびしろとして、
「比ゆ表現を使おうと意識しすぎて、比ゆ表現が多すぎる」と分析した。さらに「最初はただただおもしろ
い話にしようと思っていたのに、「～のような」という比ゆが多すぎてかたくるしい。せんさいな感じ
になった。→主人公の性格と違う。」と比喩表現に使った語句自体が、荒唐無稽な陰謀を抱く主人公の
性格と合わないことを見いだした。その後、単元③で考察した『星の花が降る頃に』の比喩表現を読
み直し、次のように記述している。 

 
自分のうまくいかなかった比喩表現を改善するために、比喩表現が巧みに用いられている既習の教

材に自ら戻り、物語に合った比喩表現を使うことが作品の世界にまとまりが出ることをつかんでいる。学ん
だことを生かすだけでなく、学んだことに戻り、次につなげようとする。この生徒 B の姿からは、単線的
ではなく、有機的に単元同士がつながっていることが見て取れる。 

「運動場のみんなはサバンナの動物みたいで～」P109L17 
サバンナの動物→せんさいな感じがなく、元気ですばしっこい。物語の雰囲気をこわさない。主
人公の性格・物語に合った比ゆ表現を使ったら、まとまりもあり、おもしろい話になるので
は！？ 
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黒
板
と
陰
謀 

カ
リ
カ
リ
カ
リ…

…

︒
窓
の
外
を
眺
め
る
よ
う
に
︑
お
れ
は
チ
ｮ
ｰ
ク
で
書
か
れ
て
い
く
字
を
ぼ
ぉ
っ
と
見
つ
め
る
︒
た
だ
の
黒
板
で
あ
る
お
れ
に
と
っ
て
︑
授
業

は
一
方
的
に
つ
か
わ
れ
る
だ
け
の
む
な
し
い
時
間
︒
こ
の
先
も
ず
っ
と
お
れ
は
︑
何
も
せ
ず
使
わ
れ
る
だ
け
の
日
々
を
過
ご
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か…

︒
毎
回
お
ん

な
じ
よ
う
な
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
先
生
︒
落
書
き
ば
っ
か
す
る
子
供
︒
正
直
言
っ
て
つ
ま
ん
な
い
︒
お
れ
は
い
つ
も
広
い
砂
漠
に
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
孤
独
を
感
じ
て
い
た
︒ 

—
—

心
と
体
は
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
あ
る
日
の
授
業
中
に
お
れ
に
書
か
れ
た
文
字
︒
そ
の
言
葉
は
砂
漠
に
唐
突
に
現
れ
た
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
に
一
つ
だ
け
輝
い
て
見
え

た
︒
そ
う
い
え
ば
︑
お
れ
っ
て
心
と
か
感
情
は
あ
る
よ
な
︒
な
の
に
体
は
動
か
な
い
っ
て
変
じ
ゃ
な
い
か
？
俺
も
︑
も
し
か
し
た
ら
動
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒
試
し
に

ち
ょ
っ
と
い
た
ず
ら
し
て
み
る
か
︒
み
ん
な
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
先
生
が
さ
っ
き
書
い
た
文
字
を
消
し
て
み
る
︒
す
る
と
字
か
ら
魂
が
抜
け
る
よ
う
に
す
う
ぅ
っ
と
消
え

て
い
っ
た
︒
や
っ
た
！
成
功
だ
！
お
れ
も
動
け
る
ん
だ
！
そ
ん
な
喜
び
も
つ
か
の
間
︒ 

﹁
え
っ
っ   

字
が
消
え
て
っ
て
る
！
﹂ 

ク
ラ
ス
で
一
番
う
る
さ
い
男
子
に
気
づ
か
れ
た
︒
ド
ｯ
ク
ド
ｯ
ク
ド
ｯ
ク
︒
心
臓
の
音
が
や
た
ら
大
き
く
聞
こ
え
る
︒
背
中
に
熱
い
の
か
冷
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
汗

が
流
れ
始
め
た
︒
お
れ
に
背
中
な
ん
て
あ
る
の
か
知
ら
な
い
け
ど
︒
し
か
し
次
の
瞬
間
︒
教
室
が
爆
発
し
た
か
の
よ
う
に
み
ん
な
が
笑
っ
た
︒ 

﹁
黒
板
天
才
か
よ
！
﹂ 

﹁
授
業
が
な
く
な
る
！
﹂ 

﹁
ヒ
ｭ
ｰ
ヒ
ｭ
ｰ
！
﹂ 

い
ろ
ん
な
声
が
聞
こ
え
る
︒
初
め
て
お
れ
に
ス
ポ
ｯ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
た
っ
た
か
の
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
︒
え
っ
︑
も
し
か
し
て
︑
お
れ
っ
て
人
気
者
？
そ
う
思
っ
た
瞬

間
か
ら
世
界
が
変
わ
り
︑
お
れ
の
野
望
は
風
船
の
よ
う
に
膨
れ
上
が
っ
た
︒
も
っ
と
み
ん
な
を
驚
か
せ
た
い
︒
も
っ
と
み
ん
な
の
注
目
を
浴
び
た
い
︒ 

次
の
日
︒
お
れ
は
本
格
的
に
い
た
ず
ら
を
始
め
た
︒
先
生
が
文
字
を
書
く
た
び
に
消
し
た
︒
自
分
で
黒
板
に
変
な
絵
を
書
い
た
り
も
し
た
︒
み
ん
な
が
笑
う
た
び
に

オ
レ
の
心
は
満
た
さ
れ
る
︒
鷹
に
で
も
な
っ
た
か
の
よ
う
に
自
由
だ
っ
た
︒
お
れ
は
つ
い
に
学
校
一
の
人
気
物
な
っ
た
の
だ
︒ 

み
ん
な
が
家
に
帰
っ
た
あ
る
日
の
夜
︒
学
校
な
ん
て
ち
っ
ぽ
け
だ
︒
も
っ
と
み
ん
な
に
俺
は
た
だ
の
黒
板
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
示
し
た
い
︒
お
れ
は
と
う
と
う

学
校
だ
け
で
は
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
︒
そ
う
だ
︑
次
は
世
界
征
服
だ
！ 

ま
ず
お
れ
は
︑
自
分
に
チ
ｮ
ｰ
ク
で
足
と
口
︑
目
を
書
い
て
自
由
に
動
い
た
り
喋
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒
次
は
俺
の
分
身
を
作
ろ
う
︒
チ
ｮ
ｰ
ク
で
壁
中
に

自
分
と
同
じ
黒
板
を
描
い
て
い
く
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
世
界
中
の
教
室
を
俺
が
支
配
で
き
る
︒
今
度
は
イ
ン
タ
ｰ
ネ
ｯ
ト
を
通
じ
て
︑
世
界
中
の
黒
板
と
つ
な
が
ろ
う
︒

世
界
の
情
報
を
す
べ
て
手
に
入
れ
る
の
だ
︒
そ
し
て
お
れ
は
︑
世
界
を
自
分
の
理
想
郷
へ
と
作
り
変
え
よ
う
と
し
て
い
た
︒ 

﹁
フ
ｯ
フ
ｯ
フ
ｯ
︑
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
︒
俺
様
こ
そ
が
世
界
の
王
者
だ
！
﹂ 

お
れ
は
青
黒
い
不
気
味
な
教
室
の
隅
で
陰
謀
を
た
く
ら
み
な
が
ら
︑
静
か
に
そ
の
時
を
待
っ
て
い
た—

—
︒︵
了
︶ 

図１３  生徒  B 作品「黒板の陰謀」全 文 
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４ 考察 

二つの事例からは、創作単元をゴールにした単元の配列が、生徒たちの創造的思考力を随所に発揮
させたことがわかる。新たな価値や優れた考えを生み出す力である創造的思考力を発揮させるには、
それを駆動させる「場づくり」が重要である。中西(2010)は単元学習の構想について次のように述べ
ている。 

単元学習を「ダイナミックな学習（指導）組織」ととらえ、その開拓の可能性を述べてみたい。 
（中略）まず、一、二の教材に焦点化された場合、理解学習においては、そのテキスト単独の理解に終 

わりがちである。どのように習得したのかの検証は、月日をおいた次単元にゆだねられることにな
る。これに対して、いくつかの教材（テキスト）を関係付けて学ぶ場合、理解したことが、他の教
材と結び合って、相互比較が自然となされる。この再度三度の確認により理解度はさらにすすむ。                                    
この結果、いくつかの教材で学んだ理解技能の応用（活用）が期待できる。 
注目したいのは、「理解したことが、他の教材と結び合って、相互比較が自然となされる。」という部分

である。前の授業を思い出しなさい、と言われて思い出すのではなく、必要に応じて「自然となされ
る」。その結果、応用につながる。このように、単元同士を連関させることは、生徒の主体性を高め、創造
的に学んだことを取り出せるものにする作用があるといえよう。 

また本単元では、自分の書いた物語の工夫点を記述させたり、物語の魅力とのびしろを分析したり
する活動を取り入れた。創作に没頭していた段階から、一歩引いてメタ的に自分の文章を眺める検証
段階において、生徒 A と生徒 B は創造的思考力の発揮を自覚していた。ここから、創造的思考力を高
めるには、自分の発揮した力がどのように働いていたのかをメタ認知する省察的な場の設定が有効で
あることがわかる。 

今後は、本単元で育まれた創造的思考力が、別の単元でどのように発揮されていくのかを検証して
いきたい。 

〈参考文献〉 
菅邦男(2012)「創作」『国語教育指導用語辞典』教育出版,p.154 
中西一弘(2010)『国語単元学習の創造Ⅰ理論編』日本国語教育学会,p.268 
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〈高等学校：Ｐｒｏｊｅｃｔ 日本語の特質を考えるより〉 

 

１ 単元名・単元目標 

（１）日本語の特質を考える―オノマトペを通じて― 
Project-Based Learning の試み 

 
畠山 俊 

文章１ 『言語の本質』「第１章 オノマトペとは何か」今井むつみ・秋田喜美 中公新書 2023 
文章２ 「日本語は非論理的か」野矢茂樹 検定教科書「精選 論理国語」数研出版所収言
語活動１ オノマトペを用いた商品名とその分析 
言語活動２ 自主開発商品とそのネーミング 
（２）単元目標 

学習指導要領において科目「論理国語」の目標（１）には「生涯にわたる社会生活に必要な国語に
ついて、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。」（下線畠山）とある。今回は日本語
の特質のひとつであると個人的に考えている「オノマトペ」についていくつかの文章を読み合わせ、
さらに言語活動を行うことで知識や理解を深めることをねらいとしており、そのためにこの学習方法
が適切であると考えている。さらに、この学習法により、読解力、創造性、聞き話す力の養成に加え、感
性も養うことができ、総合的な国語力の伸長に寄与すると考えられる。今回の Project により局面、局面
で種々のコンピテンシーを身に付けることができるが、特にお茶の水女子大学コンピテンシー10の中
でも「創造的思考力」の養成を目標としている。なお、この授業は全時原則４人１組のグループワー
クで行った。 

＊「創造的思考力」の具体的説明：アイディアを生み出すために前提知識を身につける準備段階、
あたため段階、ひらめき段階、検証段階の４段階から構成されるスキル 

令和５年 お茶の水女子大学 コンピテンシー研究所報告書より 
 
２ 単元について 

（１）単元設定の主旨 
近年、複数の文章を読み合わせる力が求められている。もっぱら迅速に情報を処理するという文脈

で読み合わせが求められる。しかし、じっくり文章を読み比べることで物事を多面的に捉え、自身の
考えを深めることも有意義であると考えられる。文章１は「オノマトペが感覚的に理解できるため誰
にでも通じるという誤解があるが、実は言語の枠組みの中にあり、日本語の文脈によって補わないと
理解できない」という主張の部分を教材としている。文章２は日本人が相手の文脈を読むことに長け
ており、さらに相手に文脈をつながせる技術で会話しているため、日本語自体に連関性を重視しない
非論理的構造が組み込まれていると主張している。このふたつは日本語では「相手を読んで補う」こ
とが必要なことが共通して論じられている。日本人だから感覚的に理解できるオノマトペの特質を理
解することで日本語そのものの運用方法について考えるきっかけとしたい。 
（参考）学びの構想図 
１次（創造的思考力の準備段階にあたる） 
・「オノマトペとは何か」を読む 
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意味段落要旨、全体 200 字要約 
・「日本語は非論理的か」を読む 

意味段落要約、全体 200 字要約 
２次（創造的思考力のあたため段階にあたる）資料１ 
・オノマトペの研究 

清音、半濁音、濁音の語感の違いを説明する 
・オノマトペを用いた商品名の研究 

命名理由の推測 商品との関連性の説明 
３次（創造的思考力のひらめき段階にあたる） 
・オノマトペを用いた商品名の創案 
・プレゼン資料の作成 
（創造的思考力の検証段階にあたる） 
・プレゼン、投票 

文章１から「オノマトペ」を定義する。文章２と読み合わせることでオノマトペが日本語の特 
お ん  

質と通じていることを理解する。作業１から日本語の 音の特質を捉える。作業２で作業１の知見をい 
かしつつ、ネーミングを中心に商品と結び付ける創案を行う 

 
・令和４年度共通テスト追試験問題「メディアの中の声」若林幹夫 

言語を音声の面から捉える点が今回の課題と共通している。単元のまとめとして共通テストの過
去問題を解き、解説することで高校三年生の受験対策とした。 

 
（２）学習活動計画 
①意味段落の要旨から全体の 200 字要約を考える（１時間） 
②文章２を意味段落に分ける（１時間） 
③自分たちの分け方に従って全体の 200 字要約を行う（１時間） 
④ワークシートに従ってオノマトペを書き出し、音による感じ方の違いを捉える（１時間） 
⑤オノマトペを用いた商品を探し、その命名意図を考える（１時間） 
⑥オノマトペを用いた自主商品と商品名を考え、プレゼン資料を作る（３時間） 
⑦１グループ３分以内でプレゼンし、最優秀作を選ぶ（１時間） 

３ 授業の実際 

① 文章１を意味段落に分ける作業が難航した。どこで切れるか尋ね、それに対する考えを募ったと
ころいくつもの考え方が提示され、まとまらなくなってしまった。特に前の話題を受けて、次の話題
へつなぐ働きをする段落を前に付けるのと後ろに付けるのと、どちらがよいのかについては意見が分
かれた。とりあえず、教師側の考えにしたがって意味段落分けし、要旨を確認したうえで、さらに全
体を要約させることにした。 

②③  文章１の反省を踏まえ、意味段落を統一せずに作業した後、全体の要約に向かわせた。目的は 

解説 

おまけ 
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全体の要約であるから、意味段落分けの些少の差異は結果として全体要約に影響は無いと判断したこ
とによる。文章１と文章２の要約により日本語の特質が「文脈を補う」ことだという共通の考え方を
押さえた。 

④ オノマトペをワークシートに書き出させた後、各グループで「擬音語」「擬態語」３つずつを板書
させた。記入後、全体から清音、半濁音、濁音でペアになるものを指摘し、同じ状況で用いるものの
語感が違うものを探させ、説明させた。なかなか適切な説明がなされた。三種音の違いを考えるとな
るとハ行音に限られるのであるが、挙げられた例としては「はきはき」「はらはら」「ひりひり」「ふに
ふに」「ふらふら」「へこへこ」「ほわっ」「ほろほろ」などがある。たとえば、「はらはら」→「ぱらぱら」→
「ばらばら」と三種類のオノマトペが見つかる。「はらはら」は葉っぱなどの薄くて平べったいものが落
ちる様子、「ぱらぱら」は豆などの軽いものが落ちる様子、「ばらばら」は小石などの少し重いものが落ち
る様子に使われる。いずれも「何かが落ちる様子」を表す言葉であるが、オノマトペによって落ちる
ものの違いが瞬時に分かるのである。このように無自覚に使用していた言葉について違いを意識して
使うようになることは省察的思考力にもつながることになる。 

⑤ これも各グループでたいへん多くの商品があげられ、その命名の理由も納得のいく説明がなされ
た。資料のワークシートを参照されたい。商品名だけをざっとまとめてみる。 
日用品：キュキュット、ゴキブリホイホイ
医薬品：冷ピタ 
食 品：ガリガリ君、パリパリマン、ペロペロキャンディー、さくさくパンダ
文房具：クルトマ 
ゲーム：ぷよぷよテトリス 

⑥ 各グループで自由に考えさせた。ジャンルとしては現在もあるものが多かったように見受けられ
たが、かなりユニークな発想のものも見受けられた。商品を考えて、画像などを検索しながらイメー
ジから言葉を探していくグループ、言葉を決めてそれに合う商品はどのようなものがあるかを考えて
いくグループなどやり方も各グループが工夫して行っていた。過程を見ているとまさにオノマトペと
いう言葉に商品という具体的なものが結びつくことによって生きた言葉となる、言葉によって商品に
命が吹き込まれるように見えた。創造的思考力が存分に発揮される場面となっていた。また、発表用
資料の作成もそれぞれに工夫を凝らし、質の高いものができあがった。後の資料にも載せたがこれも
創造的思考力の賜物である。 

⑦ 発表方法も寸劇を取り入れるなど商品に合ったものとなっていた印象がある。このプレゼンは保
護者授業参観と重なっており、保護者の方たちにもどれが優れていたかアンケートを取った。特に記
述欄は設けなかったが、欄外に「国語の授業ながら、プレゼンの練習にもなり、とても良かったです。みな
さん、よく考えられていて、面白かったです。」「どれも魅力的でひとつにしぼれません。」などのコメ
ントを書いてくださった方もいた。各クラスで最も支持を得たのは次の通りである。 

 
蘭組 「ひやチュルジェル」 日焼け止めクリーム 資料２ 
菊組 「ゴリゴリ氷」 菓子  

梅組 「キリキリキリング」 薬剤 資料３  
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４ 考察 

生徒の授業後の感想を読むと、「意識していなかったので分からなかったが、身近なところにオノマト
ペが多く使われていたことに気付いた」というようなものが多かった。オノマトペが日本人にとって
は自然に受け入れられている証左であろう。そして「自然に受け入れられている」ことを意識するこ
とは先にも述べたが省察的思考力の発露である。恐らく今後、オノマトペに対して敏感になるだけで
はなく、何かの場面で新しいオノマトペを創造する契機ともなろう。そして、実はオノマトペが読解
のポイントになる国語教材はたくさんある。あまり意識しないでそれを扱っていることも多い。オノ
マトペに焦点を当てることでいくつかの教材を関わらせ横断的に学びを組織することもできる。オノ
マトペについて考え、適切に使えるようになることが社会生活に役立つ日本語を身につけることにも
なろう。いっぽうそれが日本語の非母語話者にはどのように受け止められるかは慎重に考える必要が
あろう。言うなれば我々には強く意識されていない日本語の特色としてオノマトペがあると考えられ
る。今回の授業は生徒にそれを意識させる意義はあったように感じている。日本語を読み、書くうえ
で今後この経験が生きることを望んでいる。さらに、考察したオノマトペを、商品を媒介として、ネ
ーミングの作業と結び付けることによって自身の持つ語感が揺さぶられる体験にもなった。たとえば
「キリキリキリング」はほぼイ段音で構成されており、「ヒヤチュルジェル」はア段音やウ段音が多い。
それぞれの語感を考えると改めて商品との結びつきの巧みさがうかがえる。このような商品開発は社
会ではずっとなされるであろうし、日常会話でも、特に若い人たちは新しい語を作り、はやらせるこ
とに長けている。そのような場面でも今回の創造的思考力はいかされるに違いない。そして今回、定期考査
の応用問題としてオノマトペと韻文との関わりを出題した。この課題は以前それだけを授業実践し、
埼玉県の国語教育研究会で発表したことがある。この課題もこれだけを時間をかけて考えたいところ
だが、今回は考査という形で問うことにした。ちなみにその部分の考査問題は次のようなものである。 

問六 高浜虚子に次のような句がある。（ ）に①「ほろと」、②「ぽろと」、③「ぼろと」のどれを入
れるのがよいか、理由とともに説明しなさい。なお、実際に入っている語が何かではなく、説明がき
ちんとなされているかを問う設問である。 

あまつち あわい し ぐ れ  

天地 の 間 に  （ ）と  時雨 かな 
問七 北原白秋に次のような歌がある。第三句の「さくさくと」がこの歌のポイントであるが、どの
ような働きをしているか、説明しなさい。 

し き い し  

君帰す 朝の 鋪 石 さくさくと 雪よ林檎の 香のごとく降れ 

また、近年、国語科の課題として複数の文章を比較読みすることが取り上げられることが多い。教
科書でもそのような課題を付していることがあるが、大きな枠で捉えるといくつかの文章を並べて読
むことで知識を体系化できることも多い。実は今回は一つのプロジェクトのもとにいろいろな作業を
行ったが、これらひとつひとつはこれまでの授業実践の中で行ったものがほとんどである。いわば小
さな枠で言葉などを考える実践である。それらの自身の授業実践を振り返って、一緒に取り上げるこ
とで効果を生むものはないかを考えて今回、統一的に構成している。そのためどこか一部分を取り上
げてひとまとまりの授業とすることも可能であるし、部分と部分を組み合わせることもできる。生徒
の実情に合わせて柔軟に授業プランを作り上げ、生徒と学び合えると良い。 
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単元「日本語の本質を考える」GW ワークシート 
 

 
３年 組 メンバー        

 
日本語のオノマトペは「擬声語」と「擬態語」とに分けられる。例をあげてみよう。 

 

擬声語（擬音語） 

擬態語 

清音、濁音、半濁音で関連付けられるオノマトペの例をあげてみよう。 
 

清音 濁音 半濁音 

   

   

   

それぞれの「音」がどのような特徴を持っているか、話し合ってみよう。 
 

資料１ 
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販売されている商品名でオノマトペが使われているものとジャンル、命名の理由を考えてみよう。 
 

商品名 ジャンル 理由 

   

   

   

   

   

   

   

自主開発商品名とどのような商品か。 
 

資料２（プレゼン資料） 
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資料３（プレゼン資料） 
 

 

「ひやチュルジェル」は「チュル」が冷ややかな滑らかさを感じさせるオノマトペとなっている。
オリジナルではないものの意味の拡大が見られる。また、資料２にある「ちゅるい夏」ともかかって
おり、「ちゅるい」というオノマトペは今度はオリジナルであるが、「チュル」とも響き合っているうえ
に、夏の解放感も感じられ、秀逸である。 

「キリキリキリング」は胃がきりきり痛むのを示すとともに後の「キリング」は英語の「kill」がか
かっており、痛みのもとを殺すイメージがもたらされる。資料３にある社名も逆さまに読むと「いや
く」＝「医薬」「胃薬」がかかっているという優れものである。掛詞という伝統的な手法も取り入れてい
るのは高校三年生ならではと思わせられる。 

授業者コメント 
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（３）まとめ 附属小学校 岡田 博元 
本部会ではこれまで、各学校段階での授業実践から得られる示唆を共有することで、子どもたちの 

「他者と協働する学び」をどのように具体化し、領域横断的に「生きてはたらくことば」をどのよう
に育くもうとしているのか、その共通点と違いを、日々の実践を通して見直すことを連携の視点とし
てきた。今年度はそれに加えて、小中高の実践報告に共通する「創造的思考力」というテーマを設定
し、創造的思考に関わることばの力がどのように発揮されているのか、それを可能にする授業づくり
の要点は何かを検討することとした。 

小中高の事例について意見交換するなかで明らかになったのは、子どもたちの創造的思考の発揮は、
ウォークマンや iPad の発明のように今までの常識を覆すものではなく、経験や知識を再構成したも 
のだということである。 

例えば小学校実践は、これまでの生活経験や自分が得た知識をもとに選択・連想・統合され、新し
い文脈の中で新しい意味づけを与えられていることが見えやすい。そして、拡散と収束を意識的に行
いながらこの再文脈化を有機的に促していくことが、創造的思考を発揮し、作品という形にしていく
ときに作用していることがわかった。このような単元構成を具体的な事例を通して示しているのが中
学校実践である。 

「理解したことが、他の教材と結び合って、相互比較が自然となされる」という言葉がさすように、第 1 
時の『羊飼いの指輪』で結末を選ぶ活動も、第２時の「お茶小語彙集」で描写を集める活動も、拡散
と収束を保証する活動だといえよう。 

哲学者のガストン・パシュラール（2002）は、想像力は視覚によってもたれされたイメージの改変
であり、イメージの思いがけない結合だとしている。第４次「言葉が物語をつれてくる」で行ってい
る「結びつかない言葉をくっつける」中で選ばれた新たな言葉には、作者である学習者の“今”が表象
され、その子らしいものになっていることもわかった。「泳ぐ教科書」を選んだ子は気分転換の時間や
場を欲しているし、「努力する電気」を選んだ子は「努力しはじめるためのスイッチを入れたい」という
思いを抱いているのである。 

中学校で提案されたダイナミックな単元構成は、高校実践では Project-Based Learning の試みとし
て単元化されている。創造的思考の準備段階として、じっくり文章を読み比べることで物事を多面的
に捉え、自身の考えを深めるために、日本語では「相手を読んで補う」ことが必要なことが共通して
論じられて 2 作品を要約する活動を行っている。 

次にあたため段階として、これまで触れてきたオノマトペを整理しなおすことで、オノマトペの効
果に気づき、それを使っている商品を集めて効果を確かめる言語活動をおき、その知見をいかしつつ、ひら
めき段階であるオリジナル商品を創案する言語活動へと進んでいる。さらに、検証段階の言語活動と
してその商品の特徴を伝えるプレゼンをおくことで、他者を意識してオノマトペの効果を最大限発揮
する発表方法が検討されていった。 

4 つの活動は、それぞれが一つの教材・活動として成立するものである。しかしそれらの知識や経
験が有機的に組み合わさることで、「理解したことが、他の教材と結び合って、相互比較が自然となされ
る」展開となっていた。 

実践について検討する中でもう一つ話題になったのは、「制約の中から生まれてきた想像の方がお
もしろい」ということである。それは、何とかしてそこに関連を生み出そうと思考するからであろう。すると、
「どんな制約の中で創造するのか」という点が、実践を構想する際のポイントとなる。 
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これらの気づきはこれまでの実践研究のなかで話題に挙がらなかったわけではない。しかし、「創
造的思考力」というテーマを通して、「各実践を創造的な実践たらしめている要素は何か」を考える
ことができた。また、各学校段階における「違い」が校種を越えて共有されることにつながったと捉
えている 
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表現を広げ深める部会 
 

部会長：附属高等学校 三浦高之 

部会員：附属小学校  堀井武彦 

附属中学校  君和田雅子・桐山瞭子・戸谷順子・向田瑞貴 

附属高等学校 河西静香・原大介・丸山実花 

 

 

部会紹介  

「生徒の思った事・感じた事を表現する活動」 

 

本部会では、これまで「探究力・活用力」の育成をテーマに研究を重ねてきた。各教科や発達段

階による「探究力・活用力」のとらえ方は様々である。子どもたちが表現を育む際に、先を見通し

て仕組んだり仕掛けたり、生徒が表現したいことを素直に安心して出せる環境(場や機会、人間関係

等)をつくり出すことが、教員にとって重要である。また、彼らがそれぞれの発達段階までに積み重

ねたものを無にせず、それらがスパイラルに高まっていくことを支援していくことも大切であろう 

 

本部会では、「表現する」ことにおける「探究力・活用力」を、教科学習によって獲得される「道

具としてのスキル」の部分と表現活動を豊かにするための「発想を実現する力や姿勢」の部分の両

面があると考える。それらが両輪として相互にうまく作用し合うことにより、表現活動をより豊か

なものにしていくことができる。今日、子どもたちが社会の中で生きていくときに、自分の好きな

ことと納得がいくまで向かい合い、様々なメディアを活用し、創造したものを自分なりの判断力を

持って発信していくことが、子どもたちが表現するということにおいて、探究・活用する姿ではな

いかと考えている。 

 

私たちはこれまで部員相互での保育・授業の共有や教師自らによる表現活動の体験、外部講師の

講義等を経て、自らの表現観を磨きつつ、その体験を活かし、カリキュラム化や教材化を目指し、

それぞれの授業・保育実践を行ってきた(次項参照)。その中で、様々な発達段階や教科領域の教員

が「表現」という一つの共通の課題に向き合うことで、実に多様な表現教育の可能性を探るヒント

が得られてきた。また、私たちが考える「表現」には他の発達段階や表現を支える媒体の多様性を

再認識し、相互間には重なる部分(共通性)と重ならない部分(独自性)があり、それらを丁寧に見取

っていく必要性も感じられてきた。引き続き、それぞれがさらに深く考察し、さらなる表現カリキ

ュラムの開発に励み、共有を重ね、より多面的・多層的・多角的に表現教育を考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

「小中高の接続を意識した開発研究」 

表現を広げ深める部会 

附属小学校  堀井武彦 

附属中学校  君和田雅子・桐山瞭子・戸谷順子・向田瑞貴 

附属高等学校 河西静香・原大介・丸山実花・三浦高之 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 

昨年度までの研究では、人との対話において言語以外での表現方法に焦点を当て、研究を進めた。

本部会では、人と人とが言語を用いて話すタイプの対話だけではなく、教科ごとの特性に応じた対

話的な活動があると捉えている。例えば、人と言語を使った対話以外には、色と形や音、身体を使

った表現など、様々な対話方法が考えられる。今年度は昨年度の研究を基にさらに発展させるため、

本年度の本部会の課題として、「生徒の思った事・感じた事を表現する活動」に焦点を当て、研究を

進めていくこととした。 

また、本部会の課題の「生徒の思った事・感じた事を表現する活動」を目指す実践の取り組みと

して、本部会で継続して研究を行ってきた「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の

接続を意識した開発研究」と関連させて研究を行った。本部会では、「お茶大コンピテンシー等の育

成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」を一過性のものや特定の教科のみでしか活用で

きないという考えではなく、教科横断的な共通の取り組みとして実践できる教育と捉え、「幼小中高

大の接続」を意識した実践を各教科で考えることとした。今年度の本部会は附属幼稚園の部員がい

ないため、所属部員で可能な範囲で実現できる取り組みを考えていくために、「小中高の接続」とい

う視点で研究を進めた。 

（２）課題に関する本部会の取り組み 

【音楽科】 
中学校・高校の音楽科では同じ楽曲「ふるさと」を教材として用い、生徒がどのように表現を高

めようとしているか、発達段階をふまえた成長の過程を観察した。 

①附属中学校 向田瑞貴 

6 月中旬、1 時間の授業を行った。楽曲の基本情報（作詞作曲者、時代背景、楽曲の形式）を

学び、それをふまえてグループワークを主体として以下の２つの項目について考えた。 

1. どのように歌えばこの曲の良さがオーディエンスに伝わるのか

2. どのように歌えば自分たちの表現したいことが伝わるのか

これらを言葉で説明したり、教科書に記号など書き込みしたりしながらグループ内で練習を

行った。また、工夫できる点として歌唱するときに工夫できる観点として、強弱の変化、音色

（今回の場合は声色）、発声、形式による変化、子音の発音を提示していた。そして、これらを

生かして１～３番のうち１つを歌で発表した。 

以下は生徒たちの意見である。 

【１． どのように歌えばこの曲の良さがオーディエンスに伝わるのか】 

• 「かのやま」をどんどん高く

• 「こぶな釣りし」をどんどん高く
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• 「う」を水に飛び込むみたいに歌う 

• 「わすれがたきふるさとー」⇒強く、きれいな音色、つなげる感じ 

• 全体的に優しく歌う 

• 母音を強く、長く（長すぎず） 

• 文の初めを強調する 

• 口をはっきり動かし、一言一言はっきり 

• メゾフォルテとフォルテがあるから、フォルテを強調して歌ってみる（楽譜通りに） 

• 息継ぎの場所を合わせる 

• 語尾を穏やかに(デクレッシェンドにしつつ)することで故郷に思いを馳せている様子を出

す 

 

【２． どのように歌えば自分たちの表現したいことが伝わるのか】 

◎自分たちの表現したいこと 

• A（うさぎ追いし～、小鮒釣りし～、忘れがたき～）：故郷の恋しさを表現する 

• B（夢は今も～）：今までとこれからの決意（強い思い） 

• 楽譜の符号通りに歌ってみる 

• ◎そのためにどう工夫するか 

• Bで頭声をしっかり出す。他の部分に比べてはっきりと力強く出す。 

• Aでは故郷を恋しく思っているように、優しい音色で歌う。特に『忘れがたき故郷』が一番

優しく。 

• 強弱を強調する 

 

成果としては、一般的に歌唱の際気をつけるべきポイントをおそらく小学校で学んできたで

あろう既習事項を生かして確認することができたことである。小学校でも教わるであろう口の

動かし方や、フレーズの始めと終わりを丁寧に歌うこと、息継ぎを合わせることなど、小学校

（附属小・それ以外の小学校を問わず）で学習してきたことをお互いが確認し合える機会とな

ったといえる。 

課題点としては 2点挙げられる。1点目は、工夫点の要素を示したもののそれぞれの要素の認

識を正確にさせることができていなかった点である。本来、音程が決まっている楽曲で「高く
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歌う」や「低く歌う」を実現することはできない。書いてある音程に沿って工夫できるのは、

強弱や音色の変化であることを中学 1年生の時点では正確に押さえる必要がある。2点目は、こ

れら生徒が挙げた気をつけたいことと実技とが明確に結びつかないことである。中学 1 年生で

は気をつけるべきことを挙げることや議論することはできても、具体的な実技とは結び付かな

い現状が見られた。学年を重ね、合唱の練習などの経験を積み上げることにより、少しずつ言

葉と実技が結びついていくことが予想される。言葉と実技の相関を意識した指導が今後ますま

す必要であることが明確になった。 

 

②附属高校 原大介 

 
現在、小学校から高校にわたって教科書に掲載される唯一の楽曲《ふるさと》（文部省唱歌：高野

辰之作詞・岡野貞一作曲）を題材に、高校生ならではの表現方法を考えさせた上で少人数による発

表を行った。その際、同曲が小学校、中学校においても扱われていることを知った上で、それぞれ

の校種でどのようなコンピテンシーが育成されることを期待されたのかを生徒自身に考えさせ、自

由記述したものをカテゴリー別に分類した。さらに、全ての校種に同曲が掲載されている理由につ

いても記述させた。 

附属高等学校では１年次に「芸術Ⅰ」を２単位、２年次に「芸術Ⅱ」を２単位選択する。「芸術

Ⅰ・Ⅱ」では「音楽」「美術」「書道」のいずれかを必修しなければならず、1学年 120人における人

数比はおおよそ 45，40，35 である。今回の自由記述の対象は「音楽Ⅱ」受講者とし、35 名からの回

答を得た。カテゴリーについては提出された記述の傾向をもとに、学習指導要領の【共通事項】（音

楽の諸要素）と、評価規準である「知識」「技能」、また国語的理解、感情と表現、多元的理解、他

者理解等とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生が考えた「小学校〜高等学校の教科書に《ふるさと》が連続的に掲載されている理由」に

ついて自由記述した、主なものは以下の通りである。 

○世代を超えた普及、共通の話題（12件）  ○教材の平易さ、扱いやすさ（12件） 

○民俗的・日本の響きと学び（9 件） ○表現方法の成長（7 件）  ○歌詞の解釈の成長を実感する

（5件）○父母を大切にする心（2件）  ○合唱（2件）  ○曲の構造（2件） 
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（考察） 

特筆すべき点として、中学生について「強弱」の指摘が多いこと、また「歌詞の内容」について

の記述が一旦減少することがあげられる。さらに「ブレス」の項目が新たに増えたことは興味深い。

これらは小学校から中学校への思考的な成長の中で、抽象化された語句への音楽的理解を生徒自ら

が実感したことに他ならないのではないか。また高等学校では、「メロディと強弱」「歌い方の変化」

「表現の工夫」など、より多元的な視点で音楽が捉えられていることが読み取れる。このように、

小学校から高等学校につながるスパイラルな学習の中で、コンピテンシーの育成が生徒たちの実感

を持って行われていることは、「音楽」という教科が学校教育における成長過程において有意である

ことを示しているといえるだろう。 

 

【美術科】 

 

①附属小学校 堀井武彦 

造形教育における異校種の連携について 

 

 幼児教育は「造形」、小学校は「図画工作科」、中学校は「美術科」と造形教育の呼称が違 

う。ついでに付け加えるなら、小学校の「図画工作科」は中学では「美術科」と「技術科」 

に分けられる教育課程の構造になっている。学習主体の対象年齢が異なることは自明であるにせよ、

果たして学習内容のどこが違うのかを指導者が捉えていなければ、橋渡すための 

「連携」の手立てが見えてこないことは言うまでもない。 

本学附属小学校の図画工作部では「アートメタ認知」という創作概念を立ち上げて、「身体性を発

揮し、アトリエ的な環境や他者（モノ・コト・場・人等）に関わり、つくりながら、知未感の対象

をわかっていく」というわかりかた』と定義し、実践検証に取り組んで来た。ようするに定量的な

認知に偏ることなく、定性的な対象を身体的な知覚を活かしてバランスよく世界を捉えていくこと

の大切さを問うという主旨を埋め込んでいる。また、「アートメタ認知」は教育の主体である教師に

も「『教育的鑑識眼』と『教育批評』」を支える資質・能力として求められる概念であると考えてい

る。 

 一方で、子どもたちを取り囲む視覚情報の急激な進化と変容は正に未知未感の対象であ 

る。しかしながら、これからの造形教育でも、未知未感の対象の“テクスチャ”、換言するなら「手

ごたえ、実感」には着目したい。それは、デジタルかアナログかの対立構造を乗越えた地平に立ち

上がってくるであろう。勿論、その基盤となるのは「アートメタ認知」であ 

る。 

 

【参考文献】 

・お茶の水児童教育研究会『第 82回教育実際指導研究会発表要項』(2020)，p88 

・エリオット・W・A(1991)『啓発された眼 教育的鑑識眼と教育批評』池田吏志・ 

小松佳代子訳 
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②附属中学校 桐山瞭子 

「道具と素材において連携できること」中学校美術科「工芸」分野の道具・素材とのか

かわり 

 

中学校美術科の表現の活動は、「絵や彫刻などの感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現」

および「デザインや工芸などの目的や機能などを考えた表現」の2つの柱がある。今回、表現を広げ

深める部会内での図画工作・美術科の発表において共通して「道具と素材」をテーマとしたため、

附属中学校ではそれらに最も親和性の高い工芸分野に焦点をあてて発表した。 

附属中学校では、3 年間で様々な材料を使った工芸作品制作を通して表現の活動を行っている。材

料の内訳として、1 年次、石(滑石)、2 年次、木(桂材)、革(牛革)、3 年次、金属(真鍮)を扱ってい

る。 

1 年次では、「滑石のペーパーウェイト」と題し、皆使用目的は基本的に同じものであるが、殆どの

生徒にとって初めて扱う滑石という材料からイメージを膨らませ、自分自身を含めた「誰がどのよ

うな場面で使うものであるか」を考えながら制作を行っている。ペーパーウェイトにおいては、紙

をおさえるという機能があれば、基本的にデザインは自由度が高いことからも、デザインの決定に

際しては、前述の様に使い手を考えることをポイントとし、工芸分野の学習の入り口としている。 

2 年次には、中学生にも扱いやすく、木材の中でも比較的柔らかい材料である桂材を選択して扱っ

ている。ここでは、題材名を「誰かのためのデザイン」としている。作者であるそれぞれの生徒に

とっての大切な存在を想い、作品を制作するという、相手意識を全面に打ち出した題材である。木

は、殆どの生徒が小学校の図画工作の学習で扱っている材料であるが、この題材では生徒たちが材

料経験を持ち合わせていることで、使い手を想ったデザインが叶えやすいということも踏まえて材

料を設定している。1 年次は材料との出合いをメインとしたねらいもあるが、2 年次においては、デ

ザイン・工芸分野の学習の根源となる機能性を考えたり、使い手を想ったりして制作するという活

動をメインとしている。 

3 年次では、金属(真鍮)を使った「ブラス・キーホルダー」を制作している。3 年間で扱う工芸作

品の材料としては最も難易度が高く、すぐには思い通りにならない材料を扱うことで、これまで経

験した材料で扱った道具を扱えるだけでなく、適材適所で使い分けられることも求めて表現につな

げている。ここでは、2 年次とは異なり、作品は誰にあてても良いとするが、生徒祭で展示すること

も一つの大きな目標となるため、作品完成後に「ラッピング」と称して作品の世界観をより表現で

きるパッケージデザインを施している。生徒たちは、これまでの作品と異なり色付けが不可能とな

る金属の作品に対して、どのようなコンセプトを持って制作したかを鑑賞者側に伝えるために、ラ

ッピングにも力を注いで表現している。 

 

3 年間の中学校の工芸作品を通した表現の活動では、小学校図画工作・高等学校美術科と「道具と

素材において連携できること」として、以下をあげる。 

・小学校で経験した材料体験に、より自我の強い“意志・思い”をのせる 

・「素材」×「道具」の心地よさの再認識 

・適材適所の「道具」・「素材」の取捨選択 

・温かみや良さ、知ることで日常に息づく「素材」への感受を持つ 

今後も、様々な表現や鑑賞の活動を通した図画工作科、美術科との連携を図っていきたい。 
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③附属高校 三浦高之 

 
附属高校美術科では、まず初めに高等学校美術科における生徒の活動や指導から受ける印象から

考察を始めた。高校生に小中学校の図画工作科と中学校美術科の活動でどんな時に「楽しさや発見

する喜びを感じるのか」について聞き取りやアンケートを行った。聞き取りやアンケート結果とし

て、「作品を生み出した時」、「身体の動かした時」、「鑑賞活動をした時」、「素材の感触を感じた時」、

「道具を扱う面白さを感じた時」など、様々な場面で生徒が感じていることがわかった。また、ど

のような時に「成功体験と挫折を感じたのか」についての聞き取りでは、成功体験として「展覧会

での展示体験」、「作品を完成させた経験」、「計画通りに制作が進められた経験」などの意見がでた。

挫折を感じた場面では、「思い通りに上手くいかない時」、「周りの人や作品と比べて自分の作品が見

劣りする感覚を持つ時」などであった。 

これらの生徒の感覚を基に高校美術科では、「小中高の接続を意識した開発研究」についての取り

組みを行うために、授業を行う上での３つの指導の視点を考察した。１つ目に、小中での経験や積

み重ねてきた生徒の知識・技能を最大限生かす実践を目指。２つ目に、生徒の経験に応じた指導を

重視し、成功体験を積み重ね、意欲を高める題材の研究を進める。３つ目に、小中での経験を活か

し、年間で多くの題材を経験させ、様々な場面で成功体験を積み重ねる指導を目指すことである。 

次に、図画工作科、中学校美術科、高等学校美術科の学習指導要領の目標における共通点である、

「造形的な見方・考え方」に着目して考察を進めた。造形的な見方・考え方とは、「感性や美意識、

想像力を働かせる」、「対象や事象を造形的な視点で捉える」、「自分としての意味や価値をつくりだ

す」である。この視点を小中高の共通の視点として、「道具と素材」において連携できる授業実践を

考えた。「感性や美意識、想像力を働かせる」では、道具と素材の活用方法を工夫することや表現に

応じた道具や素材の選択ができるような教材開発を行った。続いて、「対象や事象を造形的な視点で

捉える」では、素材の特性を理解する（質感、硬さや可塑性など）や素材から生まれる表現（色や

形、マチエールなど）を意識した指導を行った。最後に、「自分としての意味や価値をつくりだす」

では、制作前にコンセプト（制作意図）を明確にすることや作品作成のプロセスの中での発見を生

かす指導を目指した。これまでに述べてきた授業における指導の視点を基に部会では、「展覧会の企

画」、「日本画」、「ストップモーション・アニメーション」の授業実践を紹介した。ここでは「日本

画」の実践を紹介する。 

日本画の題材では、「感性や美意識、想像力を働かせる」と「対象や事象を造形的な視点で捉える」

の視点を意識した授業展開を目指した。日本画では、独自の道具や素材を使用し、時には自身の指

を使用しながら混ぜる、砕く、練るなど、五感で素材の特性を感じる活動が多く存在する。また、

絵画なので描く行為があるのだが、描くことに苦手意識のある生徒でも、普段見慣れない日本画独

特の「道具と素材」に触れることで、描く行為以外の新しい「造形的な見方・考え方」に関する発

見が生まれる機会を提供できると考えた。この「道具と素材」に能動的に関わりながら作品を制作

する点は、「感性や美意識、想像力を働かせる」における視点である。 

描画表現に関しては、水と膠を筆に多く含んだ状態で描くと水彩風の表現になり、水と膠よりも

顔料や胡粉を多くすることで、油絵やフレスコ画で描いたようなマットな画面を表現できるなど、

生徒それぞれの思考に応じた描画方法を選択することができる。この点は、「対象や事象を造形的な

視点で捉える」の視点で、顔料や胡粉、膠など日本画独特の素材の特性を理解し、素材から生まれ

る色や形、マチエールなどの表現を体験しながら描画することをねらった。 

今回の実践成果として、小中高での指導や題材設定における「共通の視点」の一つを導き出すこ

とができた。今回の開発研究の成果を基に、今後さらに「小中高の接続を意識した開発研究」を進

めるべく、部会で連携を図りながら実践を行う。 
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図１【水干絵の具を混ぜる様子】       図２【胡粉団子を作る様子】 

 

【参考文献】 

武蔵野美術大学 造形ファイル アートとデザインの素材・道具・技法「水干絵具」

https://zokeifile.musabi.ac.jp/水干絵具/（参照日:2025/03/04） 

武蔵野美術大学 造形ファイル アートとデザインの素材・道具・技法「胡粉」 

https://zokeifile.musabi.ac.jp/wpwp/wp-content/uploads/2014/08/224_gofun.pdf（参照

日:2025/03/04） 
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【国語科】 

①附属中学校 戸谷順子 

 
 附属中学校では、中学2年の６月に実施している林間学校に合わせ、様々な学習を行っている。今

年度は美術科と国語科のコラボレーション授業として、「アートポエムの制作」を行った。「アート

ポエム」とは、詩画で有名な星野富弘さんの作品（詩画）にヒントを得たもので、自作の詩を A４版

の色紙に書き、そこに生徒自らが色をつけたり絵を添えたりして一つの作品にしたものである。 

 中学１年の国語では様々な詩に触れ、詩の表現技法を学ぶ。美術科では中学2年でモダンテクニッ

クを学び、その技法を用いてアートポエムを制作していく。詩の創作については、「詩の長さは自由。

連の数も自由。詩にタイトルをつけるかどうかも自分の判断で。」と伝えた。実際、星野さんの作品

でも詩の長さはまちまちであり、複数の連があるものもそうでないものも存在している。星野さん

の数ある作品集（詩画集）を授業で鑑賞する時間を取ったので、そのイメージを持ちつつ、生徒が

思うように作品制作ができればよいと考えている。 

 この授業実践は、美術科と国語科双方の教科での学びと、宿泊行事という普段の学校生活とは異

なる環境とによって成り立つ単元となる。アートポエムには、自ら紡いだことばと、描きたい世界

とが一枚の色紙に表現されるものであり、それが仲間と過ごした思い出と重なる作品になるのだ。 

残念なことに 2024 年春、星野富弘さんが逝去された。今後も星野さんの作品を授業で紹介しつつ、

美術科と協力しながらアートポエムの創作ができるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考文献】戸谷順子「星野富弘の世界」（2020年『お茶の水女子大学附属中学校研究紀要第49集』 

https://kyozai-db.fz.ocha.ac.jp/search/detail/589 

 

 

 

図 授業で使用した説明スライド 

写真 生徒の作品 

https://kyozai-db.fz.ocha.ac.jp/search/detail/589
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【保健体育科】 

①附属中学校 君和田雅子 

 
中学校では、1年次に男女共修で 6時間、2年次に女子のみで 12時間、創作と現代的なリズムのダ

ンスの単元を行っている。3年次は 5月末の体育大会に 3学年縦割り 4クラスで、総勢 100名、3分

半の作品を団ごとに「応援ダンス」として発表してきた。 

体育の授業では、1年次は 2 人組から 5、6人の生活班でのグループ学習、2年次は 2～6名のグル

ープ学習、ソロ作品つくりを経て、単元の最後に絵画「ゲルニカ」からイメージを広げたクラス作

品「私たちのゲルニカ」で小ユニットの創作が大きな作品づくりに繋がることを学び、3 年次の体育

大会ダンスつくりに臨む。コロナ以前は、色別のチームごとにテーマを決め、音楽も生徒任せであ

ったが、21 年度からは全体テーマのもとに各チームでテーマを考える形とし、使用曲も共通とした。

できるだけ全体の構成が覚えやすく、生徒に耳なじみのある楽曲を選び、BPMが 120程度になるよう

に速度に調整を加えた。 

3 年生は、4 月の最初の授業に全体テーマと使用曲をふまえ、イメージを出し合って団のテーマを

決める。このテーマはダンスだけでなく、団旗のモチーフにもなる。各団のカラーと、全体テーマ

から発想を広げ、生活班ごとに話し合って 1 時間でまとめ、構成図を全体で共有して見通しを持っ

た。5月のGW明けより、総合の時間での 2回の全体練習で、ユニゾンや構成などを 1年生に共有し、

衣装や小道具を工夫しながら 2 週間かけて昼休みや休み時間を使って仕上げていった。Google クラ

スルームで動画を共有し、仕上がりを確認しながら、最後の一週間で団ごとにブラッシュアップし

ていった。 

コロナ禍を経て、現在の応援ダンス創作のスタイルも4年目になった。密を避ける、時短などの制

約はなくなり、創作の自由度は上がった。従来に比べ、授業での積み重ねがあるので、個々が見通

しをもって創作できることで意欲は格段に上がっていると感じる。今後、高校でのダンスコンクー

ルでは、そのスキルがどのように活用されているか、検証の機会が持てればと考えている。 
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②附属高校 丸山実花・河西静香 
 

中学校でのダンス授業の経験や高校 1 年生のダンス

授業で得た学びを活かしながら、本校の三大行事の一

つである「ダンスコンクール」に向けて作品を創り上

げます。ダンスコンクールは昭和 23 年から続く伝統

的な行事で、各クラスから選出された 2 名のダンスコ

ンクール実行委員が中心となり、運営を行います。各

クラスではダンスデザイナー、衣装係、音源係を決

め、輝鏡祭の統一テーマを基に作品を制作します。ダ

ンスを踊るだけでなく、コンクール形式で競い合う中

で、テーマに沿った衣装や音源、プログラムに掲載するダンス解説文やイラストなど、さまざまな

創作活動に取り組みます。準備は7月頃から始まり、輝鏡祭のテーマに沿ったサブテーマを各クラス

で決定します。本格的な準備は9月中旬の文化祭終了後から進められます。これらの活動を通して、

単なるダンスの技術だけでなく、多様な能力を発揮する機会が設けられています。 

体育の授業では、1・2 年生ともにダンスコンクール前の 5 時間を練習時間として生徒に委ねてい

ます。この時間は、クラス全員が揃う貴重な場であり、隊形移動や振りの統一に重点を置いて練習

を進めています。40 人という大人数で広いグラウンドという屋外の舞台で踊る経験は、時に困難を

伴うものの、非常に価値のある体験です。特に多くのクラスがダンスの構成に力を入れ、約5分の作

品の起承転結をどのように表現するかにこだわっています。その中で、自分たちの動きを俯瞰して

捉え、修正する力が求められています。動画撮影などの工夫を取り入れながら、動きの見え方を意

識した作品作りが進められています。 

現在はコンクール形式ということもあり、生徒主体の活動が多くなっていますが、今後はテーマ

をさらに深める方法や、クラス全員が創作活動に関われる仕組みを検討していきたいと考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）まとめ 
 

今回の取り組みでは、「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開

発研究」を意識した研究を行った。当初は、異校種間や教科ごとに共通した指導感や教育観を基

に実践することは難しいという印象があったが、研究を進めるにあたり教員間で情報共通し意

識を高めることで、実践の可能性を認識することができた。今回の取り組みから、小中高大の

接続に関して一定の共通した目標を設定し、教員間で共有しながら取り組むことで、教育実践

の幅が広がった。 

また、今回の研究を通し、小中高大の接続に対する開発研究を継続して取り組むことの必要

性を改めて認識した。幼小中高大の接続に関する開発研究を進めていく上で、本部会のような活

動が今後ますます重要となっていくと思われる。本部会以外でも、今後も継続して開発研究が続け

られていくことが望まれる。 
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ICT活用部会 
 

部会長：附属中学校  渡邉光輝 

部会員：附属中学校  藤倉 遼介 

附属高等学校 植田 敦子・山上 通・玉谷 直子 

 

 

部会紹介： 「対話を活性化する ICT の活用」 

本部会では、「対話を活性化する ICT の活用」を切り口に、日常的に授業実践を持ち寄りながら、

ICT が学びの質の向上や資質・能力の育成にどうつながるかを検討してきた。 

Google ドキュメントによる同時編集や Padlet を活用した意見の構造化など、生徒同士の対話を促進

する具体的な手立てを共有し、各教科・発達段階での効果や課題を議論している。 

 また、生成 AI についても実際の授業や教材づくりでの活用例を持ち寄り、批判的・創造的に活用

するための可能性を探っている。 

ICT を「教員のための道具」から「生徒の学びを支える道具」、さらには「学びを広げる環境」とし

て捉え直そうとする日々の実践の積み重ねが、今後の教育のあり方を考える上での一つの手がかり

となればと考えている。 
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「対話を活性化する ICT 活用」 

ICT 活用部会 

附属中学校 渡邉 光輝 

 

（１）当該テーマに関する本部会の課題 
 本部会では、「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」に
対して、「対話を活性化する ICT の活用」を切り口に取り組んできた。ICT 活用を単なるデジタルツ
ールの導入ではなく、「学びの質の向上」や「思考・対話・協働」といった資質・能力の育成にどう
結びつけていくかが大きな課題であった。 
 また、附属中高両校において整備された一人一台端末環境を前提に、教科における ICT の活用実
践を交流しながら、各発達段階に応じた「対話力」や「情報活用能力」の育成について議論した。
特に、生徒の思考過程の可視化や相互の学び合いの促進に向けた工夫が重要であるとの認識を部会
全体で共有した。 
 加えて、急速に発展する生成 AI の出現を受け、「情報活用能力」の新たな定義を含むリテラシー教
育の再検討も喫緊の課題として位置づけ、これまでの ICT 活用の枠組みを超えた探究も進めた。 
 
 
（２）課題に関する本部会の取り組み 
 本部会では、「お茶大コンピテンシー等の育成に関する幼小中高大の接続を意識した開発研究」に
対して、「対話を活性化する ICT の活用」を切り口に取り組んできた。ICT 活用を単なるデジタルツ
ールの導入ではなく、「学びの質の向上」や「思考・対話・協働」といった資質・能力の育成にどう
結びつけていくかが大きな課題であった。 
 また、附属中高両校において整備された一人一台端末環境を前提に、教科における ICT の活用実
践を交流しながら、各発達段階に応じた「対話力」や「情報活用能力」の育成について議論した。
特に、生徒の思考過程の可視化や相互の学び合いの促進に向けた工夫が重要であるとの認識を部会
全体で共有した。 
 加えて、急速に発展する生成 AI の出現を受け、「情報活用能力」の新たな定義を含むリテラシー教
育の再検討も喫緊の課題として位置づけ、これまでの ICT 活用の枠組みを超えた探究も進めた。 
 本年度は毎月、附属中学校・高等学校の国語科・社会科・情報科を中心とした ICT 活用の授業実
践事例を持ち寄り、具体的な活用方法やその成果・課題について意見を交換した。 
 とくに生徒間の「対話」を促進する手段として、以下のような実践が共有された。 
- Google ドキュメントによる同時編集と話し合いの記録化 
- Padlet や Jamboard による意見の分類・構造化 
- 授業内での「即時共有→相互参照→再構成」というサイクルの構築 
 これらを通して、ICT が単なる情報伝達の手段を超え、「他者との対話を通して自分の考えを磨く」
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場をつくる媒体となる可能性を確認できた。 
 
 また、校務 DX に関しても意見交換を行い、校務支援システムや保護者・生徒との連絡手段の改善、
情報共有の効率化についての課題と工夫を共有した。現場に即した ICT 活用の視点から、教職員間
の連携にも効果をもたらすことが分かった。 
 
 さらに、生成 AI に関しては、授業支援や教材作成、校務効率化など多角的な視点から活用の可能
性を探り、毎回ハンズオン形式で実際の使用例を試行した。たとえば、 
- 要約文の生成と人間による再評価 
- 生徒の問いに対する AI の回答とその批判的検討 
- 小論文作成時の構成案提示と比較 
などのアプローチが紹介された。これらは、生成 AI を批判的かつ創造的に活用する姿勢を生徒に育
てる上でも有効であると感じた。 
 なお、今年度の研究成果は、3 月に開催された「生成 AI 活用ワークショップ」として、他附属学
校園との共有を図る場を設け、実践の広がりと課題の共有に寄与した。 
 
 
（３）まとめ 
 本部会の活動を通じて、ICT は「教員の道具」から「生徒の学びの道具」へと転換していく必要性
を改めて確認した。ICT が生徒の思考の可視化や、他者との関係性の中での学びの深化に有効である
ことが実感され、対話を中心とした資質・能力の育成に向けた実践の蓄積がなされた。 
 また、生成 AI の活用は、新しいリテラシーを育てる教育の在り方に直結するものであり、特に中
等教育段階における試行的な実践とその評価が、今後の指針となる可能性がある。 
 「幼小中高大の接続」という観点では、段階的な情報活用能力や対話スキルの育成を系統的に捉
える必要があると再確認した。初等段階では「ICT を使うこと」への慣れ、中等段階では「ICT を使
って考えること」、高等段階では「ICT を使って他者とともに考えること」へと段階的に深めていく
接続のビジョンが重要であると考える。 
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